
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
九
日(

日)

に 

第
五
十
六
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者 

福
祉
大
会
が
、
伊
勢
原
市
民
文
化
会 

館
を
会
場
に
八
〇
〇
余
名
の
参
加
者

が
一
同
に
会
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

午
前
中
の
式
典
で
は
、
主
催
者
を 

代
表
し
て
県
身
連
戸
井
田
会
長
、
神 

奈
川
県
黒
岩
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、 

県
知
事
及
び
県
身
連
会
長
よ
り
、
受 

賞
者
に
対
し
表
彰
を
行
い
、
続
い
て
、

地
元
伊
勢
原
市
の
長
塚
市
長
か
ら
歓

迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
創
作
太
鼓
「
楽
鼓
」

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
盛
会
の

う
ち
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

次
回
開
催
地
は
、
厚
木
市
で
す
。 

 神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 財団
法人 神奈川県身体障害者連合会 

  会 長 戸井田 愛 子 

  〒221-0844 

   横浜市神奈川区沢渡4-2 

   電話 045-311-8736 FAX 045-316-6860 

編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 小 出 庄 作 

印 刷 内村印刷株式会社 

□第11回全国障害者スポーツ大会派遣選手概要………② 
□第２回総合福祉機器展…………………………………③ 
□大和市身体障害者福祉協会の活動……………………③ 
□スポーツフェスティバル □文化・芸術祭案内……④ 
□身障者のための無料運転教習…………………………④ 

□さんぽみち（座間市）………………………………⑤ 
□みんなの広場（葉山町）……………………………⑤ 
□俳句・川柳・短歌……………………………………⑥ 
□県身連事業予定（１０月～１月）…………………⑥ 
□編集室から……………………………………………⑥ 

 

             

神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
自
立
更
生
者 

 
 

髙
橋 

孝
子
（
横
須
賀
市
） 

 
 

石
井 

泰
生
（
平
塚
市
） 

 
 

今
津 

一
男
（
伊
勢
原
市
） 

 
 

鈴
木 

祐
子
（
愛
川
町
） 

○
更
生
援
護
功
労
者 

 
 

庄
司 

敏
子
（
横
須
賀
市
） 

 
 

國
安 

真
二
（
平
塚
市
） 

 
 

相
原 

和
枝
（
秦
野
市
） 

 
 

曽
根 

貴
子
（
厚
木
市
） 

 

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
表
彰 

 
 

髙
橋
輝
世
子
（
逗
子
市
） 

 
 

大
河
原
紀
代
子
（
相
模
原
市
） 

 
 

吉
川
香
代
子
（
秦
野
市
） 

 
 

曽
根 

文
雄
（
厚
木
市
） 

 
 

谷
亀 

幸
枝
（
厚
木
市
） 

 
 

鈴
木 

正
雄
（
南
足
柄
市
） 

(1) 第116号      身 障 か な が わ       平成 23年 10月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<創作太鼓「楽鼓」> 

<戸井田会長あいさつ> 

ら
っ
こ 

第
五
十
七
回 

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

期
日 

平
成
二
十
四
年
九
月
九
日(

日) 

会
場 

厚
木
市
文
化
会
館 

                                 
(前文省略) 

一、私たちは、障害者が真に自立した生活ができ 
るように、必要なサービスが提供され、安心 
して暮らせる地域社会の実現に向けて、障害 
者関連施策が障害者のニーズに十分対応した 

  改革がされるよう、働きかけていきます。 
一、私たちは、障害者や障害関係団体の意見が充 

分に反映された差別禁止条例の制定に向けた 
取り組みが進められるよう、働きかけていきま 
す。 

一、私たちは、いつでもどこでも安心して暮らせ 

  る地域社会を創造
つ く る

ために、関係者との連携を 
  強めながら、自らの力を十分に発揮するよう 
  努力します。 

大 会 宣 言 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
     
 

(2) 第116号        身 障 か な が わ      平成 23年 10月 15日 

第１１回全国障害者スポーツ大会派遣選手概要  

〖神奈川県派遣選手〗 

○身体障害者個人競技選手   ○知的障害者個人競技選手  
氏  名 
（市町村） 

出 場 種 目  
氏  名 
（市町村） 

出 場 種 目 

鈴木 雅也 
（横須賀市） 

１００ｍ走 ２００ｍ走  
常盤 天馬 
（小田原市） 

１００ｍ走 ２００ｍ走 

東海林三四郎 
（伊勢原市） 

ソフトボール投 走幅跳  
才神 卓也 
（小田原市） 

１００ｍ走 ソフトボール投 

局 裕三郎 
（平塚市） 

１００ｍ走 走幅跳  
鈴木  光 
（小田原市） 

８００ｍ走 ４００ｍ走 

野口 英二 
（伊勢原市） 

立幅跳 １００ｍ走  
村上 典成 
（厚木市） 

１００ｍ走 立幅跳 

中川 英雄 
（綾瀬市） 

ソフトボール投 立幅跳  
名護 裕太 
（小田原市） 

１００ｍ走 走幅跳 

三嶽 正雄 
（秦野市） 

２００ｍ走 １００ｍ走  
二方  茜 
（小田原市） 

走幅跳 ５０ｍ走 

大竹  博 
（海老名市） 

砲丸投 ソフトボール投  
古谷 直美 
（小田原市） 

１００ｍ走 ソフトボール投 

佐々木知亜紀 
（真鶴町） 

５０ｍ走 砲丸投  
内山  萌 
（平塚市） 

５０ｍ背泳ぎ ２５ｍバタフライ 

秋元 宏之 
（藤沢市） 

２５ｍ自由形 ５０ｍ自由形  
清水 美紀 
（秦野市） 

５０ｍ自由形 ２５ｍ背泳ぎ 

望月 幸晴 
（湯河原町） 

２５ｍ平泳ぎ ５０ｍ自由形  
小川 圭一 
（鎌倉市） 

卓 球  

小田桐秀成 
（小田原市） 

卓 球   
宮内  良 
（厚木市） 

卓 球  

渡邊  晶 
（横須賀市） 

サウンドテーブルテニス   
井上 雄輔 
（横須賀市） 

卓 球  

南場 厚志 
（秦野市） 

アキュラシー７ｍ ディスタンス  
奈良 照幸 
（逗子市） 

アキュラシー５ｍ ディスタンス 

 

○聴覚障害者バレーボール(女子)選手 
蛇口 彩加 
（平塚市） 

長澤みゆき 
（平塚市） 

物井 明子 
（大磯町） 

西村 玲奈 
（茅ヶ崎市） 

遠藤 麻衣 
（南足柄市） 

中村その美 
（藤沢市） 

三平  薫 
（厚木市） 

海老澤あきつ 
（平塚市） 

河村優里奈 
（藤沢市） 

加藤小夜里 
（平塚市） 

西川美貴子 
（茅ヶ崎市） 

國安 杏奈 
（座間市） 

    

〖相模原市派遣選手〗 

○身体障害者個人競技選手   ○知的障害者競技選手  

氏  名 出 場 種 目  氏  名 出 場 種 目 

宇都木 茂 ソフトボール投 立幅跳  細野 洋平 １００ｍ走 ５０ｍ走 

千葉 正弘 走幅跳 １００ｍ走  岩浪 周平 ソフトボール投 １００ｍ走 

秋葉 理絵 ５０ｍ背泳ぎ ５０ｍ平泳ぎ  金子 拓実 ４００ｍ走 ２００ｍ走 

西村 芳健 ３０ｍダブルラウンド   山本 尚子 ５０ｍ走 ソフトボール投 

山本  勝 アキュラシー５ｍ ディスタンス  永井麻莉子 ジャベリックスロー ５０ｍ走 

髙橋  彰 アキュラシー５ｍ ディスタンス  佐野由香里 ５０ｍ自由形 ２５ｍ背泳ぎ 

    後藤 真人 アキュラシー５ｍ ディスタンス 

 

≪大 会 に つ い て≫ 

・大 会 名 称  第11回全国障害者スポーツ大会 

・大 会 期 日  平成23年10月22日(土)～24日(月) 

・大 会 愛 称  おいでませ！山口大会 

・大会スローガン  君の一生けんめいにあいたい 

・大会マスコット  ちょるる ちょるる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
の
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
単
独
歩
行
を
す
る
視
覚
障
害
者

に
と
っ
て
大
変
画
期
的
な
製
品
で
す
。 

 
 

㈱
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
の
プ
レ
ク
ス
ト

ー
ク
リ
ン
ク
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
従
来
の

製
品
に
無
線
機
能
を
付
け
た
も
の
で
、

サ
ピ
エ
の
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
飲
食
店

や
新
幹
線
の
中
等
で
も
気
軽
に
聞
け

る
も
の
で
す
。
「
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
サ
ピ
エ
図
書
館
」
が
実
現
し
ま
し

た
。 

 
㈱
Ｂ
Ｅ
Ｘ
の
携
帯
電
話
に
装
着
す

る
音
声
コ
ー
ド
読
み
上
げ
用
ア
ダ
プ

タ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
は
、
従
来
の
音
声
読
み
上

げ
装
置
が
な
く
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
の
ら
く
ら
く
ホ
ン
が
あ
れ
ば
音
声

コ
ー
ド
を
読
み
上
げ
て
く
れ
る
も
の

で
す
。 

 

こ
の
他
に
も
様
々
な
機
器
が
出
展

さ
れ
、
年
々
進
歩
す
る
福
祉
機
器
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
機
器
展
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
企
業
の
皆
様
、
ご
来
場
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

視
力
部 

小
沢

お

ざ

わ 

恒
二

こ

う

じ 
 

第
二
回
総
合
福
祉
機
器
展 

 
九
月
四
日(

日)

、
神
奈
川
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
主
催
に
よ
る
第
二

回
総
合
福
祉
機
器
展
が
、
座
間
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ニ
ー
プ
レ
イ

ス
座
間
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
視
覚
障
害
者
に
関
わ
る
十

五
の
企
業
が
出
展
、
多
数
の
製
品
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
視
覚
障
害
者
・

関
係
者
約
三
〇
〇
人
の
来
場
者
は
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
㈱
秋
田
精
工
の
ス
マ
ー

ト
電
子
白
杖
、
㈱
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
の

プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
リ
ン
ク
ポ
ケ
ッ
ト
、

㈱
Ｂ
Ｅ
Ｘ
の
携
帯
電
話
に
取
り
付
け

る
音
声
コ
ー
ド
読
み
上
げ
用
ア
ダ
プ

タ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
等
が
、
特
に
注
目
を
集
め

て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 

㈱
秋
田
精
工
の
ス
マ
ー
ト
電
子
白

杖
は
、
白
杖
に
取
り
付
け
た
セ
ン
サ

ー
が
頭
部
前
方
二
ｍ
の
障
害
物
を
感

知
し
グ
リ
ッ
プ
の
振
動
に
よ
り
障
害 

 

大
和
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、

昭
和
三
十
一
年
発
足
し
、
半
世
紀
を

過
ぎ
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
一
年
に
は
身
障
協
会
、

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
肢
体
不
自
由

児
者
父
母
の
会
の
三
団
体
で
大
和
市

心
身
障
害
児
者
福
祉
団
体
連
合
会
を

結
成
し
、
共
に
手
を
と
り
行
政
へ
の

要
望
、
懇
談
会
、
お
楽
し
み
会
、
旅

行
同
好
会
、
新
春
の
集
い
、
役
員
研

修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五

つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

○
視
覚
部
…
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
、
サ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
教
室(

月

二
回) 

○
聴
覚
部
…
文
化
講
演
会
、
日
帰
り
研

修
旅
行
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
納
涼
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

一
泊
旅
行
、
新
年
会 

○
肢
体
部
…
歩
行
訓
練
、
一
泊
研
修 

○
女
性
部
…
健
康
教
室
、
教
養
講
座
、

野
外
見
学
会 

○
ス
ポ
ー
ツ
部
…
卓
球
教
室(

月
二

回)

、
ダ
ー
ツ(

月
二
回) 

 

会
員
の
高
齢
化
と
減
少
で
役
員
、

地
区
役
員
選
定
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

大
和
市 

内
藤

な
い
と
う 

則 の
り

義 よ
し 

 

 

         (3) 第116号         身 障 か な が わ         平成 23年 10月 15日 

この会報は、赤い羽根共同
募金の配分を受けて発行
しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
化
・
芸
術
祭 

 

今
年
で
三
回
目
と
な
る
文
化
・
芸

術
祭
を
十
二
月
十
日
～
十
一
日
に
か

け
て
藤
沢
市
民
会
館
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。 

 

こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害
者

が
地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・
ダ

ン
ス
・
書
道
・
写
真
・
絵
画
・
手
芸

な
ど
の
日
ご
ろ
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
三
年 

十
二
月
十
日(

土)

～
十
一
日(

日) 
 

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時 

【
会
場
】 

 

藤
沢
市
民
会
館 

 

第
一
展
示
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル 

※
入
退
場
は
自
由
で
す 

 
 

 
 

 
 

   

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日(

日)

に
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー(

藤
沢
市)

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
様
々

な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン(

ユ
ニ
カ
ー

ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
な

ど)

や
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ど
の
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
、
体
験
が
自
由

に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
経
験
の
無
い
方
で
も
分
か

り
や
す
く
ご
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
二
十
三
年 

十
一
月
十
三
日
（
日
） 

 

午
前
十
時
～
午
後
三
時 

【
会
場
】 

 

神
奈
川
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー 

 
 

ア
リ
ー
ナ
・
陸
上
競
技
場 

【
参
加
費
】 

 

無
料(

入
退
場
は
自
由
で
す) 

※
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
下
さ 

い
。 

身
障
者
の
た
め
の
無
料
運
転
教
習 

 

「
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
就
職
す
る
た
め

に
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
た
い

身
体
障
害
者
の
方
に
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
託
さ
れ
て
運
転
教
習
を
し
て

い
ま
す
。
教
習
期
間
は
三
ヶ
月
、
一

月
・
四
月
・
七
月
・
十
月
の
月
初
め

が
入
所
日
で
、
申
し
込
み
締
め
切
り

は
前
月
十
日
ま
で
で
す
。
教
習
期
間

中
の
教
習
費
は
無
料
、
検
定
料
な
ど

自
己
負
担
は
約
三
万
五
千
円
で
す
。 

 

国
の
助
成
金
で
作
ら
れ
た
身
障
者

専
用
の
寮
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
入
る
と
、
埼
玉

県
公
安
委
員
会
指
定
の
東
園
自
動
車

教
習
所
で
教
習
を
受
け
ら
れ
、
実
地

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

東
園
か
ら
一
万
三
千
人
の
身
障
ド
ラ

イ
バ
ー
が
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

詳
し
い
こ
と
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
尋
ね
下
さ
い
。
見
学
も
歓
迎
し

ま
す
。 

送
迎
バ
ス
が
、
西
武
池
袋
線
東
久

留
米
駅
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
座
駅
及

び
東
武
東
上
線
志
木
駅
な
ど
か
ら
出

て
い
ま
す
。
ま
た
西
武
池
袋
線
ひ
ば

り
が
丘
駅
、
東
武
東
上
線
志
木
駅
か 

 

ら
の
西
武
バ
ス
も
便
利 

で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
入 

口
下
車
、
徒
歩
二
分
で 

す
。 

★
募
集
人
員 

 

一
期 

二
五
人 

（
年
間
四
期 

一
〇
〇
人
） 

★
応
募
資
格 

 

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し

て
い
る
人
で
就
職
活
動
中
の
人
、
ま

た
は
就
業
中
の
人
で
も
免
許
取
得
に

よ
り
職
業
生
活
の
安
定
が
期
待
さ
れ

る
人
は
事
業
主
が
入
所
を
承
諾
す
れ

ば
対
象
に
な
り
ま
す
。 

★
訓
練
期
間 

 

三
ヶ
月
（
入
所
日
…
一
月
五
日
、

四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
）

入
寮
、
通
所
ど
ち
ら
で
も
可 

★
教
習
料
金 

 

無
料
（
た
だ
し
、
検
定
料
な
ど
約

三
万
五
千
円
自
己
負
担
） 

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー 

（
通
称 

あ
ず
ま
え
ん
＝
東
園
） 

〒
三
五
二
‐
〇
〇
二
三 

埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
二-

一-

四
六 

電
話 

〇
四
八-

四
八
一-

二
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八-

四
八
一-

六
五
七
八 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

 http://www.azumaen.or.jp
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「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
、
市
役
所
ふ
れ
あ
い
広
場
と
サ

ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座
間
を
会
場
と
し
て
、

市
内
障
害
者
団
体
や
施
設
及
び
福
祉

団
体
等
に
よ
る
、
手
作
り
商
品
や
飲

食
物
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
、
点
訳

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
聴
覚
障

害
者
の
方
を
手
助
け
す
る
聴
導
犬
に

触
れ
合
え
る
コ
ー
ナ
ー
等
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

は
「
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。 

 

今
年
は
五
千
人
を
超
え
る
来
場
者

の
方
を
お
迎
え
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
福
祉
を
体
験
・
実
感
し
て

頂
き
、
好
評
の
内
に
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
多
く
の
方
に
、
よ
り
福

祉
を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
方
も
ぜ
ひ
来
年
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

座
間
市 

鈴
木

す

ず

き 

孝 た
か

幸 ゆ
き 

   
緑
あ
ふ
れ
る
座
間
市
で
は
様
々
な

お
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

最
近
で
は
七
月
下
旬
か
ら
八
月
に

か
け
て
、
市
内
数
ヵ
所
の
会
場
で
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
五

十
五
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
、
訪
れ
る

皆
様
を
お
迎
え
し
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
座
間
市
で
は
毎
年
九
月
を

「
や
す
ら
ぎ
に
み
ち
た
福
祉
社
会
」

を
目
指
し
て
「
福
祉
月
間
」
と
定
め

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
年
は

九
月
十
九
日
（
月
）
に
「
市
福
祉
大

会
」
と
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

「
市
福
祉
大
会
」
で
は
、
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
に

感
謝
状
を
贈
り
、
福
祉
作
文
や
論
文
、

標
語
を
公
募
し
、
受
賞
者
に
対
し
て

表
彰
状
や
感
謝
状
等
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

   

私
は
葉
山
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
会
報
「
し
お
さ
い
」
の
平
成
二
十

一
年
新
年
号
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ま
し
た
。 

 

「
時
代
が
昭
和
か
ら
平
成
に
移
り

変
わ
り
、
は
や
二
十
年
が
過
ぎ
行
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
間
に
我
が
国
の
総
理
大
臣
が

何
人
交
替
し
た
の
か
、
み
な
さ
ん
は

ご
存
知
で
す
か
？
（
答
え
は
頭
の
体

操
に
な
り
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
で
お
考
え
く
だ
さ
い
） 

 

昨
年
、
横
須
賀
で
開
催
さ
れ
た
「

福
祉
大
会
」
に
は
、
か
っ
て
の
小
泉

純
一
郎
総
理
大
臣
が
、
地
元
横
須
賀

の
国
会
議
員
を
代
表
し
、
祝
辞
を
述

べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

彼
の
跡
を
継
い
で
、
三
人
目
の
麻
生

太
郎
総
理
大
臣
に
替
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 
だ
れ
も
が
、
一
国
の
首
相
が
一
年

で
ク
ル
ク
ル
交
替
す
る
と
は
大
変
珍

し
い
と
思
う
で
し
ょ
う
し
、
一
体
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
る

の
も
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
。 

し
か
し
我
が
国
で
は
、
一
時
は
そ 

の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
で
す

が
、
首
相
が
誰
か
に
決
定
す
る
と
、

各
メ
デ
ィ
ア
が
競
っ
て
「
世
論
調
査
」

な
る
も
の
を
行
い
、
内
閣
支
持
率
が

ど
う
だ
の
こ
う
だ
の
と
、
こ
れ
も
な

ん
と
な
く
年
中
行
事
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。 

お
手
並
み
を 

 
 
 
 

拝
見
し
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

暇
が
な
い 

（
出
典 

山
藤
章
二 

「
ぼ
け
せ
ん

川
柳
一
〇
〇
〇
句
」 

講
談
社
） 

 

（
以
下
省
略
）
」 

 

さ
て
、
こ
の
た
び
平
成
に
入
っ
て

二
十
三
年
で
、
十
七
人
目
の
野
田
佳

彦
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
持
続
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

歴
史
は
繰
り
返
す
？ 

 

神
奈
川
県
が
生
ん
だ
小
泉
純
一
郎

総
理
は
五
年
半
に
も
及
ぶ
長
期
政
権

を
維
持
し
ま
し
た
。 

 

彼
を
「
人
間
国
宝
」
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
ネ
ェ
？ 

 

葉
山
町 

守
屋

も

り

や 

亘 の
ぶ

弘 ひ
ろ 
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さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

   

残
暑
き
び
し
き
折
、
会
員
の
皆
様

は
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
会
報
の
編

集
に
携
わ
り
皆
さ
ん
の
原
稿
を
読
み
、

改
め
て
大
変
だ
と
、
こ
の
厳
し
い
不

況
の
今
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

伊
勢
原
市
で
も
こ
ど
も
防
災
講
座

を
八
月
十
九
日
に
や
り
ま
し
た
。
市
、

社
協
、
消
防
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

子
供
達
に
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。
災
害
は
危
険
を
知
り
、

自
ら
生
き
て
い
く
力
を
育
む
と
教
わ

り
ま
し
た
。 

 

障
が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
県
、
市
、
町
、

村
に
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
協
力
と
お
力
添
え
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

米
山

よ
ね
や
ま 

 

昇
の
ぼ
る 

(

伊
勢
原
市) 
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編

集

室

か

ら 

 
<10月> 
 
1日(土)  関東ブロック合同友愛の集い 

～2日(日)  (千葉県) 

 9日(日)  第56回県福祉大会 

      (伊勢原市民文化会館) 

22日(土)  第11回全国障害者スポーツ大会 

～24日(月) (山口県) 

23日(日)  うきうきスポーツデー[視力スポーツ部] 

      (座間市芹沢公園) 

 

<11月> 
 
6日(日)  肢体協会ダーツ大会 

      (藤沢市太陽の家体育館) 

 9日(水)  社会参加推進センター研修会[身体障害] 

      (県社会福祉会館) 

13日(日)  スポーツフェスティバル 

      (県立体育センター) 

18日(金)  肢体協会研修会 

 (県社会福祉会館) 

中旬    大学生向け運動指導講習会 

      (未定) 

19日(土)  視力女性部学習会 

      (小田原市社会福祉センター) 

27日(日)  治療奉仕・交流会(予定)[視力三療部] 

      (平塚福祉会館) 

 

<12月> 
 
 7日(水)  人権メッセージ展 

      (横浜駅東口) 

10日(土)  障害者文化・芸術祭 

～11日(日) (藤沢市民会館) 

18日(日)  県障害者スポーツ教室[ユニカール] 

      (横須賀市総合体育会館) 

23日(金)  ボウリング大会[視力青年部] 

      (未定) 

 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho 

県身連事業予定 
 

【

 

】 

甲
子
園

こ
う

し

え

ん

の 

余
韻

よ

い

ん

ま
だ
有 あ

り 

遠
花
火

と

お

は
な

び 

伊
勢
原
市 

山
口

や
ま
ぐ
ち 

桂
子

け

い

こ 

綺
麗

き

れ

い

だ
よ 

孫 ま
ご

の
描 え

が

い
た 

夏 な
つ

花
火

は

な

び 茅
ヶ
崎
市 

岸 き
し 

み
つ
子 こ 

縁
側

え
ん
が
わ

に 

団
子

だ

ん

ご

と
芒

す
す
き 

備 そ
な

え
待 ま

つ 
茅
ヶ
崎
市 

谷 た
に

道 み
ち 

裕
子

ひ

ろ

こ 

【

 

】 

先
生

せ
ん
せ
い

の 

言
葉

こ

と

ば

に
今 い

ま

の 

僕 ぼ
く

が
有 あ

る 

茅
ヶ
崎
市 

古
田

ふ

る

た 
哲 て

つ

弥 や 

言 い

い
逃 の

が

れ 

責
任

せ
き
に
ん

逃 の
が

れ
も 

同 お
な

じ
こ
と 

伊
勢
原
市 

山
田

や

ま

だ 

洋
子

ひ

ろ

こ 

美
味

お

い

し
い
ね 

そ
の
一
言

ひ
と
こ
と

を 

な
ぜ
言 い

わ
ん 

平
塚
市 

上
山

う
え
や
ま 

和
美

か

ず

み 

【

 

】 

お
茶 ち

ゃ

よ
り
も 

コ
ー
ヒ
ー
が
好 す

き
と
言 い

う
母 は

は

は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒 そ
つ

寿 じ
ゅ

を
迎 む

か

え 

散
歩

さ

ん

ぽ

も
欠 か

か
さ
ず 

失
明
後

し

つ
め

い
ご 

卓
球

た
っ
き
ゅ
う

パ
ソ
コ
ン
読
書

ど
く
し
ょ

な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
達

と
も
だ
ち

も
増 ふ

え 

今 い
ま

が
青
春

せ
い
し
ゅ
ん 

小
田
原
市 

植
田

う

え

だ 

悦
子

え

つ

こ 

老 お

い
る
こ
と 

人 ひ
と

の
恒
成

つ
ね
な
り

蔦
紅
葉

つ
た

も

み

じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
楽

く

ら

く

を
共 と

も

に 

今 い
ま

老 お

い
二
人

ふ

た

り 

大
和
市 

高
橋

た
か
は
し 

ミ
ヤ 

俳
句
・
川
柳
・
短
歌 


